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住友三井オートサービス株式会社（本社：東京都新宿区 社長：露口 章、以下 当社）は、合併 10周年を

記念し、『ＳＭＡＳの森（エスマスのモリ）』 を開所しましたのでお知らせ致します。 2017年 7月、公益社団法人 

国土緑化推進機構、公益財団法人かながわトラストみどり財団、森林所有者、当社の４者間で 「ＳＭＡＳの森づく

り協定」 を締結、11月 3日に開所式を行いました。今後は当社社員や家族と一緒に森林保全活動を通じて地球環

境を次世代へ持続させることの大切さを学び、豊かな社会を目指して活動していきます。 

 

当社は、2007年 10月に住商オートリース株式会社と 

三井住友銀オートリース株式会社が合併して誕生しました。 

この合併から 10周年を迎えた今年、記念事業として神奈川

県南足柄市内の約３ヘクタールの森林を 『ＳＭＡＳの森』 

と名付け、開所致しました。開所式では未来に向けたさらなる

飛躍を願い、3本の苗木の記念植樹を行った他、今後の活動

拠点となる広場を作るため参加者全員で除伐作業を行いまし

た。今後は年３～４回、森林整備活動の他、自然観察や 

木材を活用したクラフト作りなどを実施してまいります。 

 

 当社は経営理念の“Ｖｉｓｉｏｎ（目指すべき企業像）”

に 「クルマ社会の発展の地球環境の向上に貢献」することを 

掲げています。これまでの 10年間、自動車リース業界のリー 

ディングカンパニーとして、ＥＶ（電気自動車）をはじめとする

環境配慮型車両の普及推進や導入サポート、エコドライブ 

促進などに力を入れてきました。このような事業を通じた環境 

貢献を進める一方で、自動車そのものが環境に与える影響を

認識し、向き合っていくことも大切だと考え、地球温暖化対策 

にもつながる森林保護活動をスタートしました。 

 

 また当社では森林保全活動以外にも、10周年記念事業として、「NPO法人日本車いすフェンシング協会」とのゴール

ドパートナー契約を通じた障がい者スポーツ支援、「公益財団法人全日本空手道連盟」とのオフィシャルスポンサー契約

を通じた健全な青少年の育成支援など、社会の一員としての責任を果たすためＣＳＲの取り組みを行っています。今後

もステークホルダーとの連携を深め、住友三井オートサービスだからこそ生み出せる新たな価値を創造し、持続可能で豊か

な社会の実現に貢献してまいります。 

News Release 

 

『ＳＭＡＳの森』を開所しました 

～合併 10 周年を記念して森林保全活動をスタート～ 



 

名称  ～ＳＭＡSの森～ 

住友三井オートサービス:Sumitomo Mitsui Auto Service、略称“ＳＭＡＳ” 

場所 神奈川県南足柄市広町 

面積 ３ヘクタール 

初年度の活動内容 歩道整備、間伐、つる切り、除伐、森林教室、記念植樹等 

活動期間 2017年 7月～2027年 6月 （10年間） 
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■本件に関するお問い合わせ先 

住友三井オートサービス株式会社 (URL: http://www.smauto.co.jp/ ) 

〒163-1434 東京都新宿区西新宿 3-20-2 東京オペラシティビル   

担当 ：広報・CSR室  原、中（ナカ） 

電話 ：03-5358-6669 

http://www.smauto.co.jp/

